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←②大阪府のモズ
（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府では留鳥として一年中観察され、大阪府

内全域で繁殖しており、早春～晩夏まで繁殖記録

がある。

④世界のモズ→
2000年平凡社

真木広造・大西敏一

（日本の野鳥590）

日本・朝鮮半島・
中国東北部サハリン

などに繁殖地がある。

③日本のモズ全国鳥類繁殖分布調査（鳥類繁殖分布調査会2021年）

北海道では夏鳥。

本州～九州は留鳥

平地から山地の疎林

農耕地，市街地などに

分布する。

九州・中国・四国地方

では記録メッシュ数が

減少傾向にある。

←①モズ スズメ目モズ科モズ属 英名 Bull-headed Shrike

L 20㎝ 漢字名 百舌 学名 Lanius bucephalus
モズは枚方淀川探鳥会ではほぼ毎月観察できる鳥。

今、「自分の縄張りを強く主張し、他のモズを威嚇する」ための「高鳴き」

の季節です。「モズの高鳴き75日」と言われており、この季節にぴったり

の俳句「ある朝の鵙（もず）聞きしより日々の鵙」安住 敦もあります。

一方「百舌」と名付けられている鳴き声は「2月頃から春」にかけて、オス

がメスへ求愛するために小さな声で様々な鳥の鳴き声を真似てさえずる

ことを表しています。

晩秋から初冬にかけての行動「モズの早贄」も知られており、モズが人と

身近な所にいて、良く観察されていたことが分かります。

枚方関西医大タワーの文字盤にはハヤブサ、

天の川の魚道には、今日の探鳥会資料に入

れたアオサギが、獲物の魚を待っていた。その

近くのシナサワグルミの小枝には、秋の渡り鳥

のコサメビタキを確認できた。

オオタカが営巣したことで河川敷に残された林

ではムクノキの実にムクドリの群、そのムクドリ

が磯島グランドのエノキにも来ていた。

先月は夏休みのため久しぶりの探鳥会、鳥は

23種でトータル個体数は少なかったが、枚方

市の最高気温は28℃にとどまり、過ごしやすい

探鳥日和であった。

尚、今月の探鳥会資料の探鳥会リストに今年3

月環境省が発表した「第5次レッドリストの絶滅

危惧ランク」を入れ、枚方淀川探鳥会の普通

種がキンクロハジロ・バン・コサギなどが、「無

指定」から3ランク上がって「絶滅危惧Ⅱ類」に

なったことを説明した。

Ⅱ2026年9月探鳥会結果

Ⅰ今月の鳥モズ

夏5/20～7/20 秋7/21～11/30
冬12/1～2末 春3/1～5/19

2016-20211997-20021974-1978

アオサギの魚とり（３態）

ハヤブサ

イソヒヨドリ セグロセキレイ

写真6枚 20260906 小河敏之氏

20260906 小河敏之氏
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Ⅲ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～昨年2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

Ⅳ 次回11月1日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

今日と同じようにHPの専用フォームからお申し込み

ください。

昨年11月はキンクロハジロ・スズガモ・カンムリカイツブリ

などの水鳥、ツグミ・ジョウビタキ・シメ・アオジなど、

冬の走りの鳥たちが、次々出てくれました。

今年はどうでしょうか。 20251102 キンクロハジロに囲まれたスズガモ（平）

2



7月度の探鳥会資料に環境省第5次レッドリストを入れ簡単に説明しました。その後、いろんな種のランクを見比

べた結果、第5次絶滅危惧ランク設定に2つの流れがあると思われることを、９月に続いて再録しました。

①全国の生息数が数百羽～千羽程度で、絶滅危惧が高いとしてこれまで保護されていた希少種で、生息

環境が安定し個体数が少しずつ増えている種については、絶滅危惧ランクが下げられる方向にある。

⇒コウノトリ(CR→EN:1-)、トキ（EW→EN：2-）、タンチョウ（VU→NT：1-）、ハヤブサ（VU→NT：1-）

②一方、全国の生息数が数万羽レベルと思われ、枚方淀川探鳥会で普通に観察できることから、これまで絶滅

の心配が全くないと思っていた普通種が、全国的に生息環境が悪化方向にあり生息数減少レベルが大きいとし

て、絶滅危惧にランクイン(しかも大幅アップ）した種がある。

⇒キンクロハジロ（無→VU：3+）、バン（無→VU:3+）、コサギ（無→VU:3+）、カシラダカ(無→EN:4+）

この結果、「希少種と思われるハヤブサ（NT）よりも、普通種のキンクロハジロ・バン・コサギ（VU）の
絶滅レベルが上」 という、不思議な状況になっています。

Ⅲ②環境省第5次レッドリスト

レッドリスト 絶滅危惧ランク
野生絶滅 ⅠA類 ⅠB類 Ⅱ類 準絶滅 情報不足 無

EW     CR       EN   VU       NT     DD          ー

3



4


